
開業編	① 第1話「夫に、⾔えない」

家族と決める、ネイルサロンの約束
⾃宅ではじめる前に、決めておきたいことをまとめました。どこまで使うか、どんな時間に開けるか、どうやって知っていただくか、そして——どうなった
ら、やめるか。ひとつずつ話しながら、⼀緒に埋めてみてください。

1 使うお⾦の上限 ここを超えたら、⾜さない

はじめに使うのは 円まで
この中に⼊れるもの
今は買わないもの

2 時間の上限 家庭が回る範囲で

営業するのは 曜⽇ 時	〜 時
⼟⽇‧祝⽇は営業しない
家族の⾏事がある⽇は、予約を受けない

3 ⼈数と、来ていただき⽅
1⽇に ⼈まで∕1週間に ⼈まで
完全予約制にする（⾶び込みは受けない）
住所は、予約が決まってからお伝えする

4 どうやって、知っていただくか はじめは、お⾦をかけずに

まず、無料でできる2つ あとで考えること

はじめの	 か⽉は、広告にお⾦をかけない

5 やめ⽅ 先に決めておく

まず か⽉やってみる
その時点で、⽉に ⼈∕ 円に届かなければ、やめる
家族から不満が出たら、まず営業⽇を減らす。それでも難しければ閉じる

やめるときに、かかるもの
残るのは、道具と在庫だけです。持ち家であれば、違約⾦も原状回復費もかかりません。
——うまくいかなかったときに失うものが、ここまでだと分かっていれば、落ち着いて続けられます。

この約束で、はじめてみます。
決めた⽇ はじめる⼈ ⾒守る⼈

ひとりネイルサロン｜みさきの物語
登場⼈物はフィクションです

提供：WebエンジンPro（株式会社MASA）
web-engine.pro

Googleマップ＝町の看板
「近くのネイル」で探している⽅に⾒つけていただく
Instagram＝作品集
デザインを⾒て「この⼈に」と思っていただく

ポータルサイトへの掲載
掲載料や⼿数料がかかるため、後回しでよい
チラシ‧広告
まずは無料の2つを続けてから


